
学校力に関する総合実践事業（平成30年度～令和 4年度） 

管理職のリーダーシップの下で、先進的事例を踏まえた包括的な学校改善と実践的な校内研修を 

行い、学校の総合力を高めるとともに、将来のスクールリーダーを輩出することを目的とする。 

★地域指定～中学校区を単位とした複数の学校が一体となって、地域の全ての学校の学校力向上を図るしくみ（R３~R４） 

 

 

 

 

 

義務教育9年間でめざす児童生徒の姿 
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令和３～４年度 学校力総合実践事業 地域指定 

中核校（七重小） 指定校（七飯中・藤城小・峠下小） 

学習指導の充実 
① 1 人 1 台端末の効果的利活用 
② 情報モラル教育の充実 

③ 小中授業交流の充実 
④ 小学校教科担任制の取組 
（専門性を活かした授業の質の向上） 

（担任の教材研究の確保による授業改善） 
⑤ 授業スタイルの共有・実践 

◎９年間を見通した小中連携 
義務教育 9 年間を通して、児童生徒のよ

りよい成長を支える七飯中学校区の連携 

◆学習指導委員会 

① 情報モラルの実践交流 

② chrome book の活用に関わる情報共有 

◆生活指導委員会 

① 自己有用感の実態把握と向上策の検討 

② 七飯中学校区として共通した目指す児童生

徒の姿及び取組の交流 

◆事務局 

① 小小・小中の連携づくり 

② 各種会議の情報共有と効率化 

七飯中学校区学校運営協議会 
① 運営協議会を通した特色ある教育の推進 

② 中学校区としてのビジョンの共有 
③ 小中合同学校運営協議会の開催 
  

 ＜学校マネジメント＞ 
① ビジョンの明確化と共有 
② 校内組織の再編 

③ 検証改善サイクルの確立 
（検証改善プロジェクトチーム・各種調査・学校評価等） 

④ 働き方改革の推進 

◎地域とともにある学校づくり 
◆コミュニティ・スクールの積極的運用 

各校区から中学校区による組織体制の充実 

◎学校を核とした地域づくり 

◆地域学校協働活動の促進 
みんながつながり、子どもたちの学びや成長を

支える連携・協働体制の構築 

◎保護者・地域との情報共有 

◆ホームページを活用した情報発信 
学校のビジョンや日常の教育活動の発信を通し

た保護者や地域との情報共有 

 

 

 

＜人材育成＞ 
① 若手育成やミドルリーダーの計画的育成 
② 日常の授業改善に直結する校内研修 
③ 教員育成指標を踏まえた教員の資質・能力

の向上 
④ 特別支援教育の視点での専門性の向上 

＜教育課程・指導方法等＞ 
① カリキュラムマネジメントの確立 
② 学習・生活規律の統一・徹底 

③ 持続可能な七小スタイルの確立 
④ 体力向上に向けた取組 
⑤ 特別支援教育の充実（UD化） 

＜地域・家庭との連携＞ 
① 学校運営協議会の活性化 
② 地域学校協働本部の促進 

③ 通信やHPでの情報発信 
④ 小中連携の充実 
⑤ 長期休業中の学習サポートの実施 

情報の積極的発信 
① HP を活用した教育
活動の発信 

② chrome book を活用
した情報提供 

学校規模に応じた働き方改革の推進 
① ICT の効果的利活用 

② 校務支援システム C4th の活用 
③ 教職員が一体となった教育活動の展開 
④ ペーパーレス化の推進（データ共有） 

⑤ 地域人材・資源の積極的活用 

地域学校協働活動の促進 
① 学校アドバイザーと連携した地域サポー

ターの積極的活用 
② 地域人材バンクの積極的活用 

安心して学べる居場所である集団の確立 
① 中学校区でめざす児童生徒の姿・取組の交流 

② 自己有用感の意識向上 
③ 自己決定の場や絆づくりの場などの設定  

教員の資質・能力の向上 
① 日常授業に直結する校
内研修（ミニ研修・ICT 研修等） 

② 教員育成指標を踏まえ

た資質・能力の向上 

加配事務を活用した、中学校区全体
での教育環境の整備 

 

児童生徒に身に付けさせたい 

資質・能力 
 


